
宍粟市地域公共交通活性化協議会 平成２２年３月１７日設置 

○地域公共交通の課題 
 ・利用者の減少 
 ・利便性の向上 
 ・公共交通空白、不便地域の存在 

○調査の主な内容 
 ・現況交通実態調査 
 ・利用者ニーズ把握調査（アンケート調査） 
 ・市民ニーズ調査（アンケート調査） 
 ・公共交通網のあり方の検討 
 ・実証実験運行計画の策定 
  
○地域公共交通総合連携計画の構想（予定） 
 ・公共交通利便性向上策の検討 
 ・公共交通空白地域へのバス導入検討  

○地域公共交通の現況 
 ・神姫バス㈱（路線数：１８系統） 
 ・もしもしバス（運行地域：河東、蔦沢、土万地区） 
 ・思いやり号（運行地域：染河内地区） 
 ・スクールバス等への混乗（運行地域：波賀町日ノ原以北） 

 宍粟市では、路線バスと休止路線の代替バスが運行されているが、自家用車の普及、少子高齢化等に
より、バス利用者は年々減少傾向にある。しかしながら、自家用車等の移動手段を持たない住民にとって、
公共交通は重要な役割を担っており、宍粟市の実情にあった公共交通のあり方や具体的な施策の検討
を行い、宍粟市地域公共交通総合連携計画の策定を行う。 

概  要 

公共交通空白地 


